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エグゼクティブサマリー （2022年8月期 第２四半期）

売上

利益

22/8月期
通期予想

■連結売上高：44.7億円（前年同期比5.9％減）
・コロナ長期化による断続的な経済活動の抑制措置の影響により、客数が低調に推移。

■連結売上総利益：28.6億円（前年同期比5.6％減）

■連結営業利益：2.4億円（前年同期比9.8％減）

・原材料価格高騰も、プライスラインの引き上げ効果もあり、売上総利益率は同水準を維持。

・“Wish upon a starⓇ”を含めたブライダル販売の苦戦により売上総利益は減少 。

■連結売上高：90.0億円（前期比3.2％増）

■連結営業利益：4.8億円（前期比25.4％増）

（２２/２Ｑ）
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（２２/２Ｑ）

・徹底的なコスト効率化を進めたことから、販管費は前年同期比で143百万円の減少。

・構造改革による利益体質の強化で、売上低下局面においても、計画通りの利益水準を確保。

・四半期比較では、店舗数が4店舗減少。ブライダルの低迷もあり、大幅な減収。

・「事業構造改革の完遂」を経営方針に掲げ、引き続き安定利益の創出に注力する。

・ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅを見据えた次なる成長モデルの構築に向け、DX投資の基盤整備を進める。
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フェーズ２
事業構造の変革による安定利益創出

フェーズ３
ビジネスモデルの再構築と強みの進化

事業構造の変革

・事業ポートフォリオの見直し

・本社機能の見直し

・業務標準化の推進

・商品、生産物流体制の見直し

・CRM、システムインフラの整備

創出した利益を再成長投資へ

・コミュニティブランド（共創のブランディング）

・OMOの軌道化（リアルとデジタルの融合）

・パーソナライズとサービス化

・”Wish upon a starⓇ” でﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ市場のｼｪｱ10％

・次世代リーダーの育成・創出

フェーズ1
生き残り

コロナショックを

Cash is King

で生き残る

フェーズ３の実現に向け、事業構造の変革による安定利益創出を最優先とする

中長期の成長イメージの中での位置づけ

営業利益

5億円

10億円

15億円

2021 2022 2023 2024 2025

既存事業

新規事業

現在

2

（営業利益成長のイメージ）



Ⅰ．損益について
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連結
2021/2Q 2022/2Q

前期実績 売上比 当期実績 売上比 増減額 前期比 当初計画 計画比

売上高 4,760 100.0％ 4,479 100.0％ △281 94.1％ 4,640 95.3％

売上総利益 3,031 63.7％ 2,861 63.9％ △169 94.4％ － －

販売費及び
一般管理費 2,763 58.0％ 2,620 58.1％ △143 94.8％ － －

営業利益 267 5.6％ 241 5.4％ △26 90.2％ 280 86.1％

経常利益 251 5.3％ 246 5.5％ △5 98.0％ 245 100.4％

四半期純利益 184 3.9％ 159 3.6％ △24 86.7％ 160 99.4％

Ⅰ．損益について （2022年８月期 第２四半期）

（単位：百万円）
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コロナの影響を受け減収も、ローコスト運営により利益面は概ね計画通りに進捗

１．連結業績概要

■ 国内事業は、コロナ禍による客数減や店舗数減少もあり減収。DX投資を実行も、収益構造の改善で利益水準を維持。

■ 海外事業は、台湾小売事業は収益が改善。ベトナム生産工場は、ロックダウンで一時的に稼働率低下も影響は軽微。
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店舗数

売上高
（単位：百万円）

その他■

WUAS■

2,874

2,240

1,093

2,221
2,133

２．売上高の状況

2,627

1,793

2,171

コロナ前 コロナ後

1,915

新型コロナの影響もあり減収。主力商品“Wish upon a star®”も低調。

Ⅰ．損益について （2022年８月期 第２四半期）

■店舗数減少に加え、コロナの影響で来店客数が大幅に減少。プライライン引き上げ効果により販売単価は8.6％上昇。

■“Wish upon a starⓇ” は、コロナ長期化の影響等によるブライダル需要の低迷を受け、四半期比較で14.6％の減少。

2,563

△5.9％

△0.7%

△14.6%



Ⅰ３．売上総利益の状況
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Ⅰ．損益について （2022年８月期 第２四半期）

減収や原材料価格高騰を受け、売上総利益は前年同期比169百万円（△5.6％）減少
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＜ベトナム（D&Q）生産商品の売上状況＞

売上高 売上構成比

■ 主な原材料の金価格が期間平均で4.5％上昇も、価格ラインの見直し効果により売上総利益率は0.2pt上昇。

■ コロナ禍による大幅な減収の影響によりベトナム（D&Q）生産商品の売上は減少も、ベトナム構成比は同水準を維持。



４．販売費及び一般管理費の状況
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コストコントロールの強化により、売上高販管費率は同水準を維持

Ⅰ．損益について （2022年８月期 第２四半期）
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3,265

2,763

※括弧内の％数値は各科目における売上高に占める割合

■人件費は、店舗数の減少伴う人員減
により、前年同期比66百万円の減少
（▲5.4％）。

■販売費は、コロナ禍による不安定な
状況下、ブライダル販促を中心に継続
的にプロモーションコストの見直しを進
めたため、前年同期比13百万円の減少
（▲4.1％）。

■管理費は、DX推進に伴うシステム関
連の外注費が増加したものの、店舗家
賃を中心とした店舗関連費用の減少等
が主な要因となり、前年同期比62百万
円の減少（▲5.2％）。

2,620
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５．営業外収支の状況

コロナ禍による厳しい事業環境下、各段階利益は概ね計画通りで進捗

２０２０／２Ｑ ２０２１／２Ｑ 2022/2Ｑ
前期

増減率

営業損益 △161 267 241 △38.1％

営業外収益 23 17 42 －

営業外費用 34 33 36 △28.3％

経常損益 △172 251 246 26.7％

特別利益 10 28 20 △18.7％

特別損失 34 33 27 △9.8％

税金等調整前
当期純損益 △196 246 239 25.6％

法人税等 △47 62 79 128.0％

当期純損益 △149 184 159 △51.1％

（単位：百万円）
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【主な要因】

為替差益28百万円を計上。

助成金収入として休業・時短営業協力金等12百
万円を計上。

【主な要因】

支払利息29百万円を計上。

【主な要因】

補助金収入として雇用調整助成金20百万を計
上。

【主な要因】

臨時休業等に伴う休業手当27百万を計上。

Ⅰ．損益について （2022年８月期 第２四半期）
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Ⅱ．その他業績について
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１．財政状況

連結 2021/2Q 2021／4Q 2022/2Q 増減額

流動資産 6,167 5,530 5,336 △194

固定資産 1,772 1,573 1,541 △32

総資産 7,939 7,103 6,877 △226

流動負債 3,993 3,574 3,434 △140

固定負債 2,900 2,518 2,267 △251

負債合計 6,893 6,092 5,701 △391

純資産 1,045 1,011 1,176 165

（単位：百万円）

「仕入、在庫効率の向上により「商品及び製品」が
47百万円、「原材料及び貯蔵品」が145百万円減
少したことが主な要因となり、流動資産は94百万
円の増加。

総資産が226百万円減少したことに加え、純資産
が165百万円増加したことから自己資本比率は
16.4％と、前期末から2.8ポイント上昇。

リース資産の増加が主な要因となり、有形固定
資産が57百万円の増加。一方、無形固定資産
は繰延税金資産の減少が要因となり20百万円
減少。その結果、固定資産は32百万円の増加。

「未払法人税」、「リース債務」、「賞与引当金」の
減少等により、流動負債は140百万円の減少。

自己資本比率は前年同期比で3.8ｐｔ上昇し、財務健全性は着実に改善

「リース債務」が27百万円増加した一方で、「長期
借入金」が282百万円減少したことが主な要因とな
り、固定負債は251百万円の減少。

Ⅱ．その他業績について（2022年８月期 第２四半期）
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総資産の減少と純資産の増加により自己資本比率はQoQで3.8pt上昇



All Rights Reserved. Copyright Festaria Holdings Co., Ltd. 

２．キャッシュフローの状況

連結 ２０２１／２Q ２０２２／２Q 増減額 当第２四半期実績の主な要因

営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 931 398 △533
税引前利益239百万円のプラスを計上したことに加え、
棚卸資産が168百万円減少したことが主な要因。

投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ △11 △73 △62
引き続き現行資産の活用促進に注力し、投資活動の抑
制を図ったことが要因で支出は限定的。

財務ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ △654 △349 305
短期借入金が100百万円増加するも、長期借入金367百
万円の返済を実施したことに加え、リース債務59百万円
の返済を実施したことが主な要因。

現金及び現金同等物の
増減額 263 △29 △293

現金及び現金同等物の
四半期末残高 1,214 1,010 △204

（単位：百万円）

引き続きROA重視の事業運営によりフリーキャッシュフローは大幅なプラスを計上

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 920 324 △596
フリーCF（営業CF + 投資CF）は前年同期比で596百万
円減少も、概ね計画通りで推移。

Ⅱ．その他業績について（2022年８月期 第２四半期）
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３．出退店の状況

チャネル
2021／2Q

四半期末店舗数

2021年3月1日～2022年2月28日 2022/2Q
四半期末店舗数出店 退店 増減数

路面店／SC／FB ４９ １ ４ △３ ４６

百貨店 ２９ ０ １ △１ ２８

アウトレット ５ ０ １ △１ ４

国内店舗 合計 ８３ １ ６ △５ ７８

海外（台湾） 合計 ８ １ ０ １ ９

・ 2022/2Q累計期間における新規出店は、日本、台湾ともになし。

・ 2022/２Q累計期間における退店実績は、日本国内での１店舗。

・ 既存店舗では、商業施設等との立地及び経済条件の見直しを継続的に実施し、収益性の更なる向上を推進。

Ⅱ．その他業績について（2022年８月期 第２四半期）
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ビジネスモデルの変革に向け、前年同期比では5店舗を退店
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Ⅲ．下期重点施策と通期の見通し
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Ⅲ．下期重点施策と通期（2022年8月期）の見通し

事業構造改革を2022年度までに目途を付け、今後は再成長への取り組みに注力

フェーズ２
事業構造の変革による安定利益創出

フェーズ３
ビジネスモデルの再構築と強みの進化

事業構造の変革

・事業ポートフォリオの見直し

・本社機能の見直し

・業務標準化の推進

・商品、生産物流体制の見直し

・CRM、システムインフラの整備

創出した利益を再成長投資へ

・コミュニティブランド（共創のブランディング）

・OMOの軌道化（リアルとデジタルの融合）

・パーソナライズとサービス化

・”Wish upon a starⓇ” でﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞ市場のｼｪｱ10％

・次世代リーダーの育成・創出

フェーズ1
生き残り

コロナショックを

Cash is King

で生き残る

14

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024

現在

Ⅰ-１．当社を取り巻く環境と下期の重点方針

コロナ禍による社会経済活動への影響は継続。購買意欲の変動、消費行動の多様化、デジタルシフトの進行。

インフレ加速による消費マインドの低下、原材料価格の高騰、円安進行による収益圧迫要因の高まり。

コロナによって外部環境が急速に変化する中、「フェーズ３」への移行は待ったなし。

2022年度中に「フェーズ２」を完遂する覚悟で下期重点施策を設定し、構造改革を加速化する。

外部
環境

下期
方針
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Ⅰ-２．下期重点施策-①

各事業の採算性・成長性と事業シナジーの両面でポートフォリオの最適化を検討

・リアル店舗の優位性、信頼性を基軸とし、事業シナジーによるコアコンピタンスの再強化を推進

・ノンコア事業は、抜本的な見直しを図るとともに、撤退、売却を厳しい基準で検討実施

15

リアル店舗

Eコマース

ライブコマース

OMO

（ネット×リアル）

次世代 成長牽引

収益基盤売却・撤退

台湾、ベトナム

ﾎｰﾙｾｰﾙ

富裕層

ビジネス

プラットフォーム

ライセンス

融合

融合

進化

進化

撤退

売却

撤退事業

開拓
育成

不採算店舗

＜事業ポートフォリオ最適化による再成長の実現イメージ＞

事業ポートフォリオの見直し

撤退

■ OMOを見据えた構造改革

・不採算店舗の撤退、契約条件の見直し

・自社ECサイトリプレイスを5月迄ローンチで実施

・公式アプリ、インスタライブの活性化推進

・ジュエリーの３Dデジタルカスタマーサービスの本格導入

■ コア事業の明確化によるリソースシフト

・FC、卸事業の絞り込み、再構築によるリソースシフト

・希少ダイヤの国内独占販売ライセンスの獲得に加え、

顧客ネットワークを活かした富裕層ビジネスの推進

■ プラットフォーム、ライセンスビジネスの検討

・SPA進化による生産・販売プラットフォーム構築への検討

・“Wish upon a starⓇ”の海外向けライセンス事業の推進

Ⅲ．下期重点施策と通期（2022年8月期）の見通し
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本社機能の見直し／業務標準化の推進に向けた下期施策を実施

16

本社機能の見直し

➢ 2022年2月に本社オフィスの移転・縮小が完了し、下期以降は本社家賃50％低減を実現。

➢ 本社移転を契機として本社人員の適正化やリモートワーク高度化による生産性向上を図る。

➢ 有能人材確保や離職率低下を目的とするキャリアパスを再整備。下期は実運用を開始。

➢ 変革や次世代経営を担う若手人材、ミドルリーダーの計画的育成に着手。

業務標準化の推進

➢ 店頭の業務マニュアルは9割以上整備。店頭からの改善提案は月平均100件まで拡大する中、

改善提案の反映による継続的なブラッシュアップを行い、最強マニュアルとしての進化を図る。

➢ 本社の業務マニュアルは完成度7割。下期以降は活動を強化し、完全可視化を目指す。

➢ デジタル投資を踏まえた業務フローの整備に取り組み、DX推進への実効性を高める。

➢ 業務標準化の取り組みを通じたコーポレートガバナンスの向上、内部統制の充実を図る。

Ⅰ-２．下期重点施策-②

Ⅲ．下期重点施策と通期（2022年8月期）の見通し
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商品・生産物流体制の見直し

Ⅰ-２．下期重点施策-③

➢ 2022年6月に誕生10周年を迎える“Wish upon a starⓇ”をフックとした商品、プロモーション施策を実施。

➢ ベトナムD&Q工場の生産性向上（サプライチェーンの最適化、品質管理の強化）を進める。

➢ さらなる顧客価値の創造に向けた商品開発フローの整備、最適展開へのアクションを加速する。

➢ OMO戦略を見据えたマーチャンダイジング及びディストリビューションの見直しと体制強化を進める。

CRM、システムインフラの整備

➢ CRM再構築による顧客IDの統合に向け、セキュリティ、システム連携を踏まえた要件定義策定に着手。

➢ OMO戦略を見据えた在庫一元化システムの導入に向け、商品マスタの整備を進める。

➢ 複雑化した既存システムの見直し、集約によるコスト効率の改善を図り、システム環境を整備する。

➢ デジタル人材の採用、育成を進めノウハウ蓄積を踏まえた外注依存からの脱却を図る。

商品・生産物流体制の見直し／CRM、ｼｽﾃﾑｲﾝﾌﾗの整備に向けた下期施策を実施

Ⅲ．下期重点施策と通期（2022年8月期）の見通し
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３．通期（2022年8月期）の業績見通し

コロナの影響が不透明も、下期重点施策の着実な実践により、通期計画は継続

FY2021年 FY2022年 増減率

売上高 8,724 9,000 3.2％

営業利益 382 480 25.4％

経常利益 379 420 10.7％

当期純利益 128 240 87.3％

0% 25% 50% 75% 100%

当期純利益

経常利益

営業利益

売上高 4,479

241

246

159

9,000

480

420

240

進捗率

進捗率

進捗率

進捗率

49.8％

50.2％

58.6％

66.3％

（単位：百万円）
通期計画に対する進捗状況

Ⅲ．下期重点施策と通期（2022年8月期）の見通し
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ビジネスモデル
の再構築

ビジネスモデルの再構築 と 強みの進化

１．中長期の事業戦略

強みの
進化

festaria
ブランド

（再定義）

販売
チャネル

（見直し）

顧客体験
・

顧客管理

商品

ショップブランド コミュニティブランド
・ファン化（SNS、platform）

店舗中心
・有力百貨店、SC

への出店

OMO（リアル×デジタル）
・店舗絞り込み
・デジタル強化

接客力日本一
（接客の科学的分析）

CRM

高度化
・パーソナライズ（Diaplus）
・サービス化（RaaS）
・データドリブン

Wish upon a starⓇ バリューアップ
・クオリティ可視化

（ダイヤモンド研究所）
・ブランドコラボレーション

Ⅳ．成長戦略
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DXで提供する、ハードによるサービスと
360度タッチポイント

Ⅳ．成長戦略

２．顧客への提供価値（バリュープロポジション）

DXで提供する、ソフトによる共感喚起と
ファンコミュニティの育成

ミッション：
ジュエリーに愛と夢を込めて “bijou de famille”

豊かな気持ち、かけがえのない想い出、ずっと持ち続けていたい夢…
わたしたちの使命は、「想い」をジュエリーというかたちに込めて愛と夢をお届けしていくことです



Ⅴ．トピックス
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Ⅴ．トピックス （2022年８月期 第２四半期）

ダイヤモンド研究所：活動報告

GIAプロプリエタリーカットプログラム

～オリジナルカットライセンス契約を締結～

“Wish upon a star®” ダイヤモンドが
オリジナルプレミアムカットとしてGIAに認定されました。

※GIAは、世界最大で最も広く認められているアメリカの非営利の宝石学の研究機関で、宝石の科学的権威

として長年の実績を誇っています。ダイヤモンドの品質評価における国際基準となっている「4C」や、

「国際ダイヤモンドグレーディングシステム」を開発したことでも知られています。
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Ⅴ．トピックス （2022年８月期 第２四半期）

ダイヤモンド研究所：取材協力
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受賞

繊研新聞主催 2021年度「百貨店バイヤーズ賞」 8年連続受賞

基幹ブランドであるフェスタリア ビジュソフィアが

百貨店バイヤーズ賞（レディス）グッドパートナー賞を受賞しました。

昨年の受賞に続き、8年連続の受賞となります。

Ⅴ．トピックス （2022年８月期 第２四半期）



会社概要

会社名

本社

資本金

従業員数

事業年度

定時株主総会

基準日

1単元の株式数

株主名簿管理人

上場取引所

証券コード

フェスタリアホールディングス株式会社
東京都品川区西五反田７丁目20番９号

805百万円（2022年２月28日現在）

連結：517人（2022年２月28日現在）

毎年９月1日から翌年８月31日まで

11月

８月31日

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京証券取引所 スタンダード市場

2736

～ミッション～

ジュエリーに愛と夢を込めて

“bijou de famille”

豊かな気持ち かけがえのない想い出 ずっと持ち続けていたい夢

わたしたちの使命は、

「想い」をジュエリーというかたちに込めて

愛と夢をお届けしていくことです。


